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昭和23年生まれ　沖縄県出身

昭和49年　東北大学医学部医学科卒業

昭和57年　東北大学付属病院第二外科助手

昭和59年　ハーバード大学研究員

昭和63年　東北大学医学部第二外科講師

平成7年　東北大学医学部第二外科教授

平成11年　東北大学大学院医学系研究科

　　　　　外科病態学先進外科学分野教授

平成16年　東北大学病院長

平成17年　東北大学副学長などを経て、

平成24年　東北大学総長に就任

この他、

平成20年より日本外科学会理事長

平成22年よりNCD(National Clinical 

Database)代表理事、日本医学会幹事、

国際移植学会、IASGO（国際消化器外科学

会）会員など

専門分野

外科学一般、移植外科、肝臓外科

本年４月から東北大学総長を引き受

けることになった。就任時のあいさつで

は、｢ワールドクラスへの飛躍｣を目指す

こと、｢東北復興・日本再生の先導｣となる

ことを今後６年間の目標とすると宣言

した。

現代社会は国内的にも国際的にも大

きな試練の時を迎えている。国内的には

大震災からの復興、エネルギー不足への

対処、少子高齢化、社会保障の抜本改革

など切羽詰まった問題を抱えており、世

界に目を転じると経済危機をはじめと

して環境汚染、食料問題、パンデミック

等深刻な課題に直面している。大学には

困難な時代に対処する次世代のリー

ダーを育成することと、新しい智を創造

することで世界に希望を与えることが

求められている。特に東北大学は大震災

を体験した大学として、地域の復興のみ

ならず我が国の再生を担う義務がある

と考えている。震災時の活動およびその

後の大学の取り組みを通して、東北大学

の描く将来像を述べる。

日 　 時

概 　 要

平成２４年１１月９日（金）
１７：３０～１９：００

場 　 所

琉球大学研究者交流施設
５０周年記念館

問 合 先

琉球大学学術国際部
地域連携推進課
TEL.０９８-８９５-８０１９

（事前に参加登録する必要はありません。）
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琉球大学
千原キャンパス

琉球大学
上原キャンパス
（医学部附属病院）那覇バス

ターミナル

那覇空港

沖縄本島

ACCESS MAP
交通機関

高速バス・モノレールで琉球大学へ

空港▶琉球大学

路線バスで琉球大学へ

バスターミナル▶琉球大学

高速バス

１１１

１時間に１本程度／所要時間：４５分

沖縄都市モノレール

番線
琉球バス・沖縄バス・那覇バス

東陽バスの４社が交互運行

■経路：空港⇒沖縄自動車道⇒琉大入口下車

（琉大入口にて下車、琉大北口まで徒歩で約４分）

■経路：バスターミナル⇒国際通り（牧志）⇒儀保（首里）

⇒琉大附属病院⇒琉大東口⇒琉大北口（終点）

１１３ １２３番線 琉球バス

路線バス 各２０～４０分に１本程度／所要時間：４０～５０分

９７ 番線 琉球バス

空

港

琉
球
大
学

首
里
駅

儀
保
駅

所要時間
約２５分

所要時間
約２0分

所要時間
約２分

琉大東口・北口方面

■経路：バスターミナル⇒国際通り（牧志）⇒バイパス⇒

真栄原⇒沖国大前⇒琉大北口（終点）

９８ 番線 琉球バス琉大北口方面

第６４回　琉大２１世紀フォーラム

今後のフォーラム［予定］

問合先 ： 琉球大学学術国際部地域連携推進課　TEL : 098-895-8019
（事前に参加登録する必要はありません）

未　　　定

TAXI

フォーラム開場
千原池

理学部

教育学部

附属病院

法文学部

共通教育棟

附属中学校

地域国際学習センター棟

国際交流会館

研究者交流施設
５０周年記念館

琉球大学　千原キャンパス


